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視 した研究が発表されている。また、研究主題 も多様化 している。一方で、委託児童の実親を対
象 とした研究や、里親制度と施設制度との関係を主題 とした研究はほとんど進んでいない。さらに、
社会科学的視点に立脚 した社会的規定要因や政策過程の本質的な研究が少ないといえる。






代替の枠組みを提供 しようとするものである。近年、この社会的養護のあ り方として、個別的 ・
家庭的養護である里親制度が改めて注 目され、2002年 に戦後最 も大きな里親制度の改正が行われ
た。最近では、2008年 に児童福祉法の一部が改正 され、里親制度を含め社会的養護の枠組みは大
きく変わろうとしている。それに呼応 して委託児童数は1999年 以降徐 々に増加 し、2007年 には
3,633人となり、1999年の約1.7倍 となっている1。このように、1999年以降、里親制度は拡充期に入っ
ている。
これまでのわが国の里親に関する研究(以 下、「里親研究」と記す)に ついて、畠中(1989)と 益
田(1999)は 、実証的な研究が少ないことを指摘 している。畠中(1989)は 「里親制度の低迷一研
究の不振」と、あたか も里親制度低迷の要因の一つが里親研究の不振であるかのように述べてい
る。益田(1999)は 里親研究の視点や分析 ・考察の方法が画一的であったと指摘 している。
　一方において、益田(1999)は1990年 以降、里親に関 して多方面から研究されはじめ、研究手
法にも進展がみ られるなど、里親研究の発展の兆 しを指摘 している。この益田の論文は、1963年
か ら1999年 の里親研究の動向を検討 しているが、それ以後、里親研究の再検討を主 目的 とした研




親制度の大 きな改正があったが、これは、わが国が1994年 に批准した 「子どもの権利条約」の影
響が大 きい。すなわち、同条約では代替養護 を行 う場合ヽ施設措置よりも里親委託と養子縁組の




童の保護先の確保 として里親が注 目されたことも、この改正に影響 したといえる。それは、被
虐待児を養育するための専門里親が創設されたことに現れている。以上の経緯については貴田
(2008)に 詳 しく述べている。
　 さらに、国は要保護児童の里親委託率を2003年 度の8.1%か ら、2009年 度までに約2倍 の15%
へ引き上げること、専門里親登録者総数を2003年 度の146人 から500人 に増加させる目標を掲げた。
また、里親への委託児童を施設と同様に満18歳 を超えて20歳 に達するまで可能 とし3、専門里親
への委託児に非行等の問題のある児童が含 まれるようになるなど、里親委託の対象が拡大 した4。










1998年 か ら2008年 に発表 された里親に関する文献を国立情報学研究所の論文情報ナビゲータ
(CiNii)と 日本子 ども家庭総合研究所データベースを用いて、「里親」というキーワー ドで検索 し
た文献か ら抽出した。選定にあたっては、著書、学術雑誌等(紀 要 ・論文集等を含む)に 発表さ
れた論文、及び調査報告書を対象文献 とし、68件 を収集 しリス トを作成 した6。まず、研究方法
を(1)文 献研究、(2)量的研究、(3)質的研究、(4)書籍の4類 型に分類 し7、2年間毎に集計 した(図






全体 として研究数は、1999年 以降右肩上が りに増加 している。特に2003年 から2004年 は文献研














1998年 に、網野ら(1998)8は 児童相談所と養護施設に対 して全国調査を実施 し、里親制度のあ
り方について考察した。また庄司ら(1999)は 里親研修の実態を調査 し、一方で欧米における里
親養育研究の動向について紹介 している(庄 司 ら2001,2002)。 澁谷 ら(2005)は 被虐待児を受託で
きる里親の絶対数が少ないこと、児童相談所における里親支援体制の不十分さを報告 している。














表2に 示 したように、里親研究を主題別に、「里親制度」に関するもの と「里親への援助 ・方
法」に関するものに分類 した。さらに、「里親制度」に関するものを 「支援体制/里 親研修」、「歴




里親制度研究の多 くが里親制度不振について触れてお り、特に実態調査の多 くでは、わが国の
血縁意識をその原因としてあげている。
児童相談所職員を対象にした網野 ら(1999)の 調査では、「血統 を重んじるわが国の親子観に






は妥当性はあるが、やや素朴 な見解であると指摘 している。益田(1999)は 里親制度不振の理由
を過去の研究が、画一的かつ安易に国民性や社会風潮を原因としたことによって、本質的な問題








が少ないという児童相談所職鼻の回答(湯 沢ほか2003)が ある。木村(2005)は 登録里親への調査
を行い、被虐待児を養育する場合の潜在的なニーズを探 り、木村 ら(2006)は 専門里親が活用し
うる社会資源の情報提供システムを構築する必要があることを示した。
庄司 ら(2008)は 親族里親の創設後5年 が経過 したことを受け、全国の児童相談所に対 して親
族里親 と「季節里親」の運用状況を調査 した結果、双方 とも自治体 による格差があり、親族里親
の運用は全体的に消極的であることを報告している。
また、その他にも運用や支援体制に関する問題点を指摘する研究は多い。益 田(2001)は 里親
が児童相談所職員の勤務態勢や対応 に不満をもっていることを報告 している。左高(2007)は 児
童相談所の里親担当職員が里親委託を進めていきたいと思いながらも、里親委託は施設措置より
も労力を要するために委託が進まないと感 じていることを示 した。津崎(2004)は 宇都宮里子傷
害致死事件13を取 り上げ、わが国には専門的ソーシャルワーク支援 に基づ く里親委託制度が存在




打土井(2006)は 地域での里親活動を報告 しヽ吉田(2008)は 行政や里親会とは別組織で 「純粋









を明 らかにした。宮島(2006)、 木村(2007)は 里親改正や里親施策を社会的要因とともに歴史的
視点か らも論 じ、里親制度の位置づけや役割について考察 した。貴田(2007)は 政策主体の意図
という視点から、政策主体が里親制度を社会的養護政策の中にどのように位置づけようとしたの















親の存在の位置づけ、子どもと実親 との関わりなどを検討 しなければならないことが示唆 された
といえる。
(5)里親養育
里親養育を主題 とする研究は、1990年 代後半には、渡邊 ら(1998)の 養育家庭での生活調査、
庄司ら(1999)の 里親意識や里子養育の現状調査など、量的研究が行われたが、近年は、里親家
庭を一つの家族 と捉えた事例研究や語 りを分析 した質的研究が増加している。例えば、森(2001)
は里親家庭の親子関係形成に着目し、エコロジ力ルアプローチの視座から里親家庭を分析 し、児




るというポジティブな意味も持っていることを指摘 している。森本 ら(2006)は 里子の成長過程
を継続的に分析 し、社会的支援の必要性を述べている。松本(な)(2006)は 成人 した元里子、里親、
施設職員を対象にインタビュー調査を行い、子どもの養育に必要なことは家庭生活や家族との関
係性のなかにあることを示 した。山口(2007)は 、里親と元里子へのイ ンタビューを分析 し、里
親 と里子のアタッチメント形成 という視点から里親制度の課題を示 している。
福地 ら(2005)は 、地域医療の見地から委託児童について、その問題行動を検討している。御
園生(2007)は 、臨床心理学の立場か ら里親夫婦とその里子のそれぞれの語 りを分析 し、子 ども
の家族関係の認識は、子 どもが里親家庭に委託 される前の生育歴によって大 きな違いがみ られる
ことを示 した。この研究は、現在委託 されている児童を協力者 としている点が画期的であるとい
える。また、金山ら(2006)は 子 どもの特異的行動への家族の対応の分析を行い、臨床心理学的
知見の重要性を指摘 している。和泉(2002)は 家族社会学の立場か ら、里親家族の語 りを通 して、
里親は親子関係に 「切 り離す」という選択肢が開かれていることか ら、血縁関係 を前提とした関
係 とは決定的に異なるとまとめている。
このように、社会福祉学か らの検討だけでなく、数は多 くないが、医療の現場か らや、心理学、




施設 と里親との関係について、網野 ら(1999)は 里親か ら養護施設に措置された児童に関する
調査を行い、児童相談所のケースワークと里親の資質や専門性の向上が必要であると報告 してい
る。
庄司 ら(2004)は 児童福祉施設による里親支援のあ り方に関する調査を行っている。児童養護
施設では、養育里親 との関わりや相談体制がある施設は少なく、施設 と里親のパー トナーシップ
の必要性についての意識 も低いことを明 らかにし、乳児院では里親 との連絡 ・調整が家庭支援専
門相談員によってなされてお り、児童養護施設に比べると里親へ との関わりや支援への意識は高
いとしている。益田(1999)は 乳児院、児童養護施設が里親に対 してもつ意識を把握し、それぞ
れがもつ意識の相違点を明確にしてい くことが必要 と指摘 している。こうした指摘に対する答え
の一つを示 したものとして、 この庄司 ら(2004)の 研究は評価できるが、なぜパー トナーシップ
への意識が低いのかなど詳細な点がまだ不十分であ り、今後の研究課題の一つ といえる。
3.調 査協力者からみた研究動向







ここでは、里親制度が子 どもの福祉にさらに応えていくために必要な課題を4つ に整理 し、里
親研究の今後を展望する。
1.里 親 ・施設 ・児童相談所の連携
従来、里親制度と施設制度の研究は別個に行われてきた。 しか し、里親と施設は、本来同じ社
会的養護の枠組みの中で、要保護児童に対する社会的資源 として協力 ・連携 しなければならな
い。 しかし、そのためにこれまであまり交流がなかった里親 と施設の 「相互の意識の相違点を明
確にする」(益田1999)だ けでなく、相互理解を図る方法を検討することが必要であろう。さらに、
両者の協力 ・連携に関する研究を進めてい くべ きであると考える。 しかしなが ら、前述の庄司
ら(2004)の 調査報告以後には、施設の里親支援や里親との連携に関する研究は行われていない。
また、施設と里親の関係には、措置決定機関としての児童相談所が必ず関与 しているため、里親・











は児童の約3割 が委託後に実親や親族 と交流をもっていることを示 し、澁谷 ら(2005)は それよ
り多 くほぼ半数であることを示 した。同様に、4割 の里親が実親と交流 したことがあるという報
告もある(庄 司ほか2008)。
さらに、庄司ら(2001)は 欧米の研究には、実親を対象 とした研究があることを紹介 し15、里親










用されていない状況を 「社会的につ くられてきたもの として捉 え、その過程を分析する」16とい
う視点で検討することも必要であろう。つまり、社会、経済、文化などの社会的背景との関連か
ら里親制度や里親養育を分析する必要性もあると考えられる。例えば、小堀(2005)は 里親制度


















本稿では、主として1998年 から2008年 までの里親研究の動向を概観 し、今後の課題を指摘 した。
里親への社会的、政策的な注目が高まるのにあわせて、それ以前よりも里親研究の量の増大だけ














　 1各 年 度 末 の 「福 祉 行 政 報 告 例 」よ り。
　 2「 子 ど もの権 利 条 約 」第20条3項 で 、 「2の監 護 に は 、特 に 、 里 親 委 託 、 イ ス ラム 法 の カ フ アー ラ 、養 子縁
　 　 組 又 は必 要 な 場 合 に は児 童 の監 護 の た め の 適 当 な施 設 へ の 収 容 を含 む こ とが で き る」(Such　 care　could
　 　 include,　inter　alia,　foster　placement,　 kafalah　 of　Islamic　 law,　adoption　 or　if　necessary　 placement　 in
　 　 suitable　institutions　for　the　care　of　children)と 規 定 さ れ て い る 。
　 32004年12月 「児 童福 祉 法 の 一 部 を改正 す る 法 律 」の 第30条 「満18歳 を越 え た 子 ど もに 関 して 、20歳 に 達 す
　 　 る まで 委 託 を継 続 で き る」。
　 42005年3月 、 通 知 「専 門 里 親 制 度 にお け る非 行 等 の 問 題 を有 す る子 ど もへ の対 象 拡 大 につ い て」。
　 5『 里 親 と子 ど も』編 集 委 員 会　編]『 里 親 と子 ど も』明 石 出 版 。
　 6「 養 子 と里 親 を考 え る 会 」が 発 行 して い る機 関誌 『新 しい 家 族』 に は、 養 子 や 里 親 に 関 す る調 査 研 究 や 報
　 　 告 が掲 載 され て い るが 、 講 述 録 と い う形 での 掲 載 の た め 、 講演 者 が 論 文 や 報 告 書 と した 場 合 、 重 複 して
カウ ントす る可能性 もあるため対象文献 か ら除外 してある。また、例 えば 『月刊福祉』や 『里 親 と子 ども』
など学術雑誌や商業誌 における解 説、総 説について も対象 文献に含 めなかった。
'7Strauss&Corbin(1998)は
、 質的研 究は統計的 な手法や数量化 に よらず行 われ る研 究であ り、 その基
本的構成要素 の一 つ としてデー タを分析 してい るものとして いる。本研究で は質的デ ータを数量化せ ず
分析 した研究 を質 的研 究 とし、デー タを数量化 に よって分析 した研 究を量 的研 究 と定義 した。
8厚 生省 の企画 を推進す る 目的を もつ1997年 度の厚 生行政科 学研 究であ
った。
9日 本子 ども家庭総合研 究所 は
、1938年12月 に愛育研究所 と して開設 され た母子保健 と子 ど も家庭福祉 の
ため の研究所 である。1964年 には国立 の児童 問題研 究所 に準 ずる研 究機 関 とな り、1997年には厚生省(現
厚生労働 省)の 援 助で新 しい研 究棟 が完成 し、 日本総合愛育研究所 を 日本子 ども家庭総合研究所 と改称
している。
10里親制度 につ いて以下 の2つ の意見 が具 申されている
。1つ は 「里親 委託期 間が養 護施 設等 と異 なるのは、
公平 を欠 くものであ り、他の施設 と同様 に委託期 間を20歳 まで延長 で きるように、児童福祉法 第31条 の
規定 を改 めるこ と」。 もう1つ は 「里 親制度の発 展の方策について、引 き続 き検討す るこ と」であった。
I11報告書 では
、 里親制度 につ いて具体 的な施策 を先送 りに しなが らも 「児童 の年齢 や家族環境 などを踏 ま
え、 その児童 に とって最善の処置 を確 保す るという観点 に立 つて、現行制度 の適切 な運用 の見直 しを図
り、運用 の実 態等 を踏 まえ、里親制 度のあ り方 について今後検討 を行 うことが必要であ る」と述べ られ
てい る。
121998年 よ り前 の代表的 な研究 に
、 三吉 明(1963)、 小笠原 平八郎(1967)、 吉澤英子(1987)、 松 本武子
(1972,1980,1986,1991)を あ げるこ とがで きる。 また、家庭 養護促進協 会の もとで右田紀久恵(1978)、
芝野松次郎 ら(19841988)が 調査 をしてい る。
i132002年
、栃木県宇都宮市 である里 親女児が里母か ら身体的虐待 を受 けて死亡 した。里 は母傷 害致死 の疑
いで逮捕 されヽ懲役6年 の刑 が確 定 した事件(津 崎2004)。 詳 しくは津崎(2004)を 参照 され たい。
M14津崎哲雄(2002)は
、「施設 には経営 問題 があ り、職員の雇用問題 をかか え、里親 に対 して熱心 になれ る
というこ とは理論的 にあ りえない」と指摘 している(財 団法人全 国里親会が設置 した里 親活動振興事業
検会の報告書)。
15庄司 ら(2001)に よるとK





1.網 野武博,柏 女霊峰,宮 本和ほか(1999)「 里親制度及びその運用 に関す る研 究」『日本子 ども家庭総合研
究所紀 要』35,181-208.
2,畠 中宗一一(1989)「わが国における里親制度の現状 と課題」『中国短期大学紀 要』20,99-109.
3,平 田美智子(2007)「 ア タッチメ ン トに配慮 した里親支援 」『和 泉短 期大 学研 究紀要』27,25-34.
4堀 場 純矢(2003)「 里 親 制 度 の現 状 と今後 の 課題 一専 門 里親 ・親 族 里親 を中心 に」『社 会福 祉 士』
10,150-157.
5.福 地成,前垣 よし乃,氏 家武(2005)「 事例検 討に よる里親支援 ・里親制度 に関す る 一考察」『子 どもの心
とか らだ』14(2),125-132.
6.古 川隆幸(2007)「 なぜ 日本 の里親制度 は普及 しないのか」4177-88.
7.　 伊藤嘉余子(2004)「 日本 にお ける里親支援 のあ り方 に関す る研究　英国の里親支援体制 との比較か ら
　　　　 の検 証」『研 究紀要 福 島学院大学』36,51-60.
8.　 岩本真佐 子(2007)「 社会的養護の今後のあ り方 に関す る研究 一「里親研修」を中心 に」『関西福祉大学研
　　　　 究紀要』10,29-34。
9.　 岩波成行(2006)「里 親制度の活用 に向けて一中絶 され る生命 を生かすため に」『立法 と調査』10,87-89、
10.和 泉広恵(2002)「 限界か ら生 まれ る家族の語 り一3つの養育家庭 を事例 として 一」奥村隆[編]「親密圏の
　　　　 現代 的変容 一家族 関係 を中心 にして 一」『千 葉大学社会文化研究科研究 プロジェク ト報 告書』3-19.
11.和 泉広 恵(2006)『 里親 とはなにか一家族す る時代の社会学』勁草書房.
12.金 山佐喜子,金山 元春(2008)「 里親養育の臨床心 理学的考察を里 親は どうみるか」『家庭 教育研 究所紀
　　　　 要』30,131-138.
13.家 庭養護促進協 会神戸事務所(2004)『 里親が知ってお きたい36の 知識:法 律か ら子育 ての悩み まで』エ
　　　　 ピ ック.
14.貴 田(左 高)美 鈴(2007)「 里親制度 にお ける政策主体 の意図 一1960年代 か ら1980年 代 の社会福祉 の政策
　　　　 展開 に着 目 して」『名古屋市立大学大学 院人間文化研究』8,83-97.
15.貴 田美鈴(2008)「2002年 の里親制度の改定 に影響 を及ぼ した社会的要 因一子 どもの権利条約批准 と児
　　　　 童虐待の社会問題化」『名古屋市立大学大学院人間文化研究』1α77-89.
16.木 村容子(2005)「 被虐待児の養育 を担 う専門里親の潜在的ニーズ ー里親のニーズ に関す るアンケ ー ト
　　　　 調査 か ら一」『関西学院大学社会学部紀要』9893-105.
17。 木村容 子(2007)「 子 どもの福 祉の視点 に立つ里親制度のあ り方に関する検討」『京都 光華女子大学研究
　　　　 紀 要』　45,329-248.
18。 木村容子,芝 野松 次郎(2006)「 里親の里子養育 に対す る支援ニーズ 『専門里親潜在性』の分析 に基づ く
　　　　 専 門里親 の研修 と支援 のあ り方についての検討」『社会福祉学』47(2),16-30.
19.小 堀哲郎(2005)「 養子縁組 ・生殖 医療 ・ボラ ンタリズ ムー里親制度 をめ ぐるい くつ かの課題」『秋草学
　　　　 園短期大学紀要』22,37τ50.
20,厚 生労働省(2003)「 社会的養護 のあ り方 に関す る専 門委員会報告書」『社会福祉関係資料施策 資料集』
　　　　 月刊福祉増刊号(22),
21.小 山修,澁谷 昌史,庄 司順一ほか(2007)「 里親への研 修実態に関する研 究一新 規登録里親研修 を中心 に」
　　　　 『日本子 ども家 庭総合研 究所紀要』.43,247-256.
22.真 鍋 顕久(2007)「 里 親委 託のアセスメ ン トツールにつ いて一フ ローダイヤグラム とライ フロー ドマ ッ
　　　　 プ」『名古屋 女子大学紀要』53,175-180.
23　 益 田早苗(1999)「 わが 国の里 親研 究の動 向 と今後 の課題」『青森県 立保健大学紀要』1(1)91-97 .
24.益 田早苗,浅 田豊(2000)「 日本 の要保護児童の現状か らみ た里親制度 の位 置付 け と役割 に関す る一考
　　　　 察」『青森県立保健大学紀要』2(1),133-143.
25.益 田早苗,浅 田豊(2001)「 現代 日本の里親意識 と児童養育 ・支援 の今 日的課題」『青森保健大学紀要』3
　　　　 (2)　,177-190.
26.松 本 なるみ(2006)「 社会的養護における子 どもの最善の利益 とは一子 どもの養育 に必要 な要因の検討
　　　　 を手がか りに」『鳴門教育大学研 究紀要』21,102-111,　　　　　　　　　　
27　 松 本武子(1972)『 児童福 祉の実証的研究』誠信書房
28.松 本武子(1980)『 児童相 談所 と里親制度』相 川書房
29.松 本武子(1986)「 里 親制度に関する調査研 究」『聖徳大学研 究紀 要』125-144,
30　 松 本武子(1991)『 里 親制度の実証的研 究』健帛 社
31.松 本佑子,秋 山修子(2007)「 子 どもにとっての里親制度促進 に関す る一考察」『児童学研究:聖 徳大学児
　　　　 童学研究紀要』9,9-16.
32.御 園生直美(2001)「 里親 の親意識 の形成過程」『白百合女子大学発達 臨床 セ ンター紀要』5,37-48.
33.御 園生直美(2002)「 里親養育 につ いての考察 一里親養育 の特徴 とその親意識について」奥村 隆[編]「親
　　　　 密 圏の現代的変容 一家族関係 を中心 に して 一」『千 葉大学社会 文化研 究科研究 プロ ジェク ト報告
　　　　 書』　41,20-36.
34　 御 園生直美(2007)「 里親養育 にお ける家族関係 の形成 ・社会 的養護 と家庭 環境」『家庭教育研究所紀要』
　　　　 29,84-93.
35.宮 島清(2006)「 里親委託 ・養子縁組の歴史 ・現状 ・これか ら一子 どものための家庭養護 を構築す るた
　　　　 め に」『日本社会事業大学社会事業研究所年報』4a1-81.
36.三 吉明(1963)『 里親制度 の研究』日本児童福祉協会.
37.森 和子(2001)「 養子縁組里親 ・里子の親子関係形成への援助 に関す る事例研究 一児童相談所 の里親委
　　　　 託 にお ける援助 システ ムの構築 に向 けて」『生活社会科学研究』&57-70.
38.森 和子(2008)「 家族 と して生活す ることの意義 につ いて の一考察里子 と親子 関係 を築 けなか った経験
　　　　 をもつ里親の語 りか ら」『文京学院大学人間学部研究紀要』10,149-68.
39.森 本美絵,野澤正子(2006)「 里子Aの 成長過程分析 と社会 的支援 の必 要性 一里親家庭Cへ の継続的 なイ
　　　　 ンタビュー を通 して」『社会福祉学』47(1),32-45.
40.森 本美絵(2007)「 里子の養育過程における課題 と社会的支援 一近畿地 区里親 の養育 に関す るアンケー
　　　　 ト調査 をとお して」『名古屋短期大学研究紀要』(45),163-173.
41.本 山美八郎(2003)「 里親制度の改正 と課題」『宝仙学園短期大学紀要』2&9-16,
42.本 山美八郎(2008)「 社会的養護の充実 一里親制度 を中心 に」『柏樹論叢』α109-141.
43.村 田和木(2005)『 「家族」をつ くる 養 育里親 とい う生 きかた』中央公論新社
44　 中西正司,上野千鶴子(2003)『 当事者主権』岩波新書.
45.丹 羽正子(2003)「 戦後 の児童問題 に関す る一考 票 一 里親制度 一」『愛 知新城大谷短期大学研 究紀要』
　　　　 2,35-47.
46.小 笠原平八郎(1967)『 里親保護 一その研究 と実践』川島書店.
47　 大谷 まこと(2004)「里親委託におけ る子 どもの権利保護 一カナダBC州 との対比 において」『東洋大学大
　　　　 学院紀要』41,295-307.
48　 左高美鈴(2007)「 児童相 談所 における里親制度運営 に関す る一考察 一全国 と岐阜県の里親委託 ・支援
　　　　 状況に着 目して」『名古屋市 立大 学大学院人間文化研 究』7,93-109.
49.酒 井流美(20G5)「 養育里 親認定アセスメ ン トに関する一考察」『福祉社 会研究』6,61-73。
50　 坂 本洋子(2003)『 ぶ どうの木10人 の"わ が子"と す ご した里親18年 の記録』幻冬 舎.
51.坂 本洋子(2004)『 兵 の上 の家』幻冬舎
52.坂 本洋子(2008)[編]『 わた したち里親家族!:あ なたに会 えて よかった』明石 書店,
53.櫻 井奈津子(1999)「 里親への支援のあ り方 に関す る研究 一里親制度 の活性化 を求めて」『和泉短期大学
　　　　 研究紀要』21,11-20.
54　 瀬下裕紀子(2000)「 里親政策の現状 と課題」『暁星論叢』47,39-70.
55.瀬 下裕紀子(2001)「 里親政策の現状 と課題(2)」『暁星論叢』4945-66.
56.澁 谷昌史,才村純,庄 司順 一ほか(2005)「 専門里親及び親族里親の実態 と課題 に関す る研究」『日本子 ど
　　　　 も家庭 総合研 究所紀 要』41,43-61.
57.嶋 崎惠子(2004)「 里親養育 における子 どもの受 け入 れプロセスー里母 と子 どもの相互作 用の視 点か ら」
　　　　 『お茶 の水女子大学心理 臨床相談 セ ンター紀 要』(6),79-92.
58。 汐見稔幸[編](2001)『 里親 を知 っています か?』岩波書店.
59　 庄司順一(2003)『 フ ォスターケア里親制度 と里親養育』明石書 店.
60.庄 司順一, 小山修,安藤朗子 ほか(2002)「里親制度 の現状 と課題　 欧米における里親養育研究 の動 向(2)」
　　　　 『日本子 ども家庭総合研究所紀要』3&125-149.
61,庄 司順一,益 田早苗,谷 口和加 子ほか(1999)「里 親の意識お よび養育の現状」養子 と里親 を考 える会(代
　　　　 表:湯 沢雍彦)『養子 ・里親斡旋問題の再検討 と改革 の提言』.
62,庄 司順一,谷 口和加子,安 藤朗 子ほか(1998)「 里親への支援の あ り方 に関す る研究」『日本子 ども家庭総
　　　　 合研 究所紀要』35,35-39.
63,庄 司順 一,谷 口和加子,高橋重 宏ほか(1999)「 里親への支援のあ り方 に関す る研 究2」『日本子 ども家庭総
　　　　 合研 究所 紀要』36,59-71.
64.庄 司順 一,谷 口純世,高瀬礼子 ほか(2004)「 児童福祉 施設に よる里親支援のあ り方の調査研 究」.
65.庄 司順 一,津崎哲雄,河 原畑優子 ほか(2008)「 社 会的養護体制 に関する諸外国比較 に関す る調 査研 究」
　　　　 子 ども未 来財 団.
66,庄 司順 一,山本真美,高橋重 宏ほか(2001)「 里親制度の現状 と課題(1)　 欧米における里 親養 育研 究の
　　　　 動向　1990～1999」 『日本子 ども家庭総 合研 究所紀 要』37,79-95.
67　 芝野松次郎(1984)『 成人里子の生活 と意識 一里親家庭 にお ける親 と子 の追跡調査報告』家庭養 護促進協
　　　　 会神戸事務所.
68.芝 野松 次郎 ほか(1988)『 新 しい里 親像 を求め る:里親家庭 における里父母 の生活意識調査報告』家庭養
　　　　 護促進協会神戸事務所.
69.　Strauss,　A.&Corbin,　 J.(1998)Basics　 of　Quahtative　Research-Techniques　 and　procedures　 for
　　　　 developing　grounded　 theory, 2nd.:Sage　Publications.(操 華子 ・森 岡崇(訳)質 的研 究の基礎-グ
　　　　 ラウ ンデ ッ ド・セオ リー開発 の技法 と手順 第2版 医学書院).
70.武 井優(2000)『 他 人が子 どもを育 てる とき里 親 と暮 らした50人 の今』か もがわ出版.
71.田 中久子(2008)「 社会的養護 と しての里親制度 の役割 と限界一里親制度 と養子縁組 制度 の比較 を通 じ
　　　　 て」『獨協 ロー ・ジャーナル』3,89-124.
72.辰 己 隆(2008)「 児童養護 にお ける里親」『聖和大学論集.A・B,教 育学系 ・人文学系』36,105-112.
73.津 崎哲雄(2004)「 わが 国にお ける里親制度 の基本 間題 一宇都宮 里子傷害致死事件 に学ぶ」『福祉社会研
　　　　 究』4(5),1-19.
74　 打土井歳幸(2006)「 地域 で養育家庭(里 親)を 支 える一八王子市の 「里親ホ ッとサロ ン」の取 り組 み」『子
　　　　 ども家庭福祉学』5,103-109.
75。 右 田紀久恵 ほか(1978)『 里親開拓のため の 「城東 区民 の児童福祉(特 に里親制度)に 関す る」意識調査』
　　　　 家庭養護促進協会 ・大阪市城東 区社会福祉協議 会.
76。 渡邊茂雄 ほか(1998)『養育家庭で の生活体験 に関す るア ンケー ト調査報告書』東京都養育家庭セ ンター
　　　　 協議会.
77.ウ イリアムス 飯 久保 蔦枝(2004)「 里親制度 につ いて』 英 の法制 ・家族 のあ り方 の比較か ら」『東京家
　　　　 政学院大学紀要』43,77-84.
78.梅 澤彩(2004)「 里親制度の現状 とその現代的課題 一里親委託 の促進 と適切なマ ッチ ングの実現に向け
　　　　 て」『国際公共政策研 究』9(1)β7-102.
79.山 口敬子(2007)「 要養護児童のア タッチ メン ト形成 と里親委託制度」『福祉社会研究』8,65-79.
80.吉 田菜穂 子(2008)「 里親 に よる里 親 ・里子支援の現状一一里親のセル フヘルプ ・グループ活動 を通 して」
　　　　 『純 心福祉 文化研 究』6,49-62.
81,吉 澤 英 子(1987)「 わが 国 に お け る里親 制 度 の現 状 と問題 点 」『東 洋 大学 社 会 学部 紀 要』24(2),
　　　　 157-193.
82　 湯沢雍彦(2003)「 被虐待児受託里 親支援 に関する調査研 究」子 ども未来財 団.
83.湯 沢雍彦[編](2004)『 里親制度 の国際比較』ミネル ヴァ書房.
84　 湯沢雍彦[編 著](2005)『里親入 門一制 度 ・支援 の正 しい理解 と発展 のために』ミネルヴ ァ書房
(研究紀 要編集部 は、編集 発行規程 第5条 に基づ き、 本原稿の査読 を論 文審査委員会 に依頼 し、本原稿 を
本誌 に掲載可 とす る判定 を受理す る。2009年9月24日 付)。
